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酒造好適米品種「ぎんおとめ」の生育・栄養診断基準と栽培法
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1 は じ め に

岩手県の県北地帯でも栽培可能な早生の酒造好適米品種

「ぎんおとめJl)の栽培法を検討し,品質を重視 した栽培

法と生育・栄養診断基準を策定した。

2試 験 方 法

1997年から2000年に岩手県農業研究センター (北上市 ,

軽米町)及び現地試験圃場において表 1のような試験構成

表 1 試験場所及び試験区の構成,処理内容

試験場所 標高  試験  苗質  栽槽  窒素施肥量   主な検討項目
軟 密度  (k/10al

株/ポ  基肥 遣肥
北上市  適地外 り7  翻 苗
89m  ～'00 散播中苗

苗質,追肥時期,栽
植密度,刈取時期

軽米町  2Ю m り7  散播中苗
～ЮO 散播成苗

苗貫.追肥時期

二戸市

17～   2～ 7 2, 3
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栽僣密度
岩手町  別皿  '冊  散播中苗 184 4ん 6~~7 期 量.鵬嘲
玉山村  210～  '"  散播中苗
2mm  ～'冊

糖度,砕米混入率等の醸造適性値は栽培方法等との一定の

傾向が認められなかった (データ省略)。 心自発現率が40

%以上で,自米中の粗タンパク含有率を適正範囲とするた

め,籾数の上限を29千粒/ぽ とし,480kg/10a以 上の収
量を確保するため籾数の下限を21千粒/ピとした (図 2,

図 3)。 また,籾数との相関関係から各種収量構成要素を

とりまとめた (データ省略,表 2)。

9)適正籾数を安定して確保するためには基肥窒素量は

10       15       20       26       30       35       40

″当初致 〈千粒/イ )

r当籾数と心自発現率及び粗タンパク含有率との関
係
上限値 :岩手県工業技術センター斉藤による75%鶴
精米中粗タンパク含有率の醸造適正基準上限
値。及び玄米との相関関係から求めた推定上
限値。
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“

当初数 (千粒/r)

追肥時期の違いがnf当籾数及び精玄米中粗タンパク

含有量に及ぼす影響

182～  0～ 8 0,2
316

80m り9

～∞
散播中苗 183～  0～ 8 0,2
成形成苗  200

苗質,移植時期‐追

肥時期,メ 1取時期.
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栽壇密度

によって試験を実施し,生育,収量,品質等を常法により

調査した。葉色値はミノルタSPAD502と カラースケール

によって行った。稲体及び玄米等の窒素濃度は硫酸―過酸

化水素分解後にオートアナライザー法によって行った。醸

造適性値は岩手県工業技術センターで分析し,粗タンパク

含有率は精玄米及び70%鵜精自米によって行った。

3 試験結果及び考察

(0 生育が過剰になると心自流れ粒が多くなって心自発
現率が低下し,検査等級も低下する傾向が認められた。自

米や玄米中の粗タンパク含有率が上昇して,倒伏する頻度

も高まった (図 1,検査等級データ省略)。 吸水率や Brix

10

9

8

7

6

5

図 2

●70%鶴綺白来

西根町  %5～  り9  散播中苗 160～  0～ 8 0,2 基肥量,追肥時期
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に)刈取り適期は出穂後の積算平均気温が1000～ 1100℃
で,黄化籾率が80%程度の時点である。穂発芽性は中なの

で,刈り遅れには注意が必要であり,い もち病についても

予防防除を行うことが必要である (データ省略)。

(5)ぎんおとめの適正籾数の範囲はこれまで岩手県で作

成した他品種の基準値に比較して広いが,こ れは,ぎんお

とめが籾数が増加すると急激に登熟歩合が落ちる傾向を持

つことや,籾数が少なくとも千粒重の増加によって収量が

確保されること等によるものであり,幼穂形成期の栄養診

断基準の範囲としては従来品種と同等である (表 3,図 4)。

10       15       20       26       00       05       40

r籾数 (千粒/計 )

図 3 ピ当籾数 と登熟歩合及び玄米収量 との関係

表 2 収量構成要素診断基準 (2 1mm調 整)

澤長  穂数  ―穂 ピ当籾数 登熱歩合 千粒重 精玄米収量

6 kg/10a程度の標肥とし,栽植密度を22株/r程度とす
ることが必要であった。千粒重が大きいため,播種量はや

や多めとし,播種粒数を確保する (データ省略)。

3)幼穂形成期の窒素吸収量と籾数との相関は高く,追
肥の要否判定は幼穂形成期に行うことが可能であった (デー

タ省略)。 減数分裂期追肥は自米中の粗タンパク含有率を

高める傾向にあった。しかし栄養診断基準の範囲内であれ

ば減数分裂期追肥を行っても粗タンパク含有率が適正範囲

を超えることはなかった (図 1,2)。 一方,登熟歩合や

心自発現率,冷害に対する抵抗性,倒伏等は減数分裂期追

肥が有利であることから,総合的に判断して追肥の重点時

期は減数分裂期とした。ぎんおとめは葉色が淡いので追肥

の判定に際しては葉色を実測する必要がある (表 3)。
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図4 岩手県内の主要品種の幼穂形成期栄養診断基準値比
較
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表 3 幻穂形成期における栄養診断基準,葉色及び簡易栄養診断値

乾物重   稲体窒素    窒素        葉色 (n-2)          簡易栄養診断値

濃度    吸収量                       (草 丈×茎数×葉色)

(g/r)   (%)   (g/ピ )  カラースケール   葉緑素計   カラースケール   葉緑素計
200-400     1 7-2 1      35´‐60        43-48          36-40         5-15× 104       6-12X10'

(50～ 55)・    (40～ 44)・
注 *:た かねみのりの幼穂形成期の栄養診断基準に対応する葉色
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